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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

平成22年度の研究は、日本とフランスで現在、市販されている聴音テキスト（合計70冊を収集）の音楽構成要素別

の分析、およびその分析結果のデータ化（数値化）を計画していた。分析対象とする音楽構成要素は「調性」や「拍

子」「音程」など７つの項目で、前年度にそれらの分析方法を確定させていたので、作業は円滑に進められると見込

んでいた。 

しかし、実際に分析を進めてみると「リズム」の項目での「シンコペーション」において、さらなる検討の必要性

が浮き彫りとなった。諸種の音価とその組み合わせにより、多種多様なリズムが生じることは十分認識していたもの

の、シンコペーションに関しては、単にリズムの外形的な形態のみではなく、拍の強点・弱点とどのように結び付け

られて形成されているかの考慮が不足していた。拍の強点・弱点は絶対的に確定されるものではなく、基本の拍子の

中で相対的に認識されるので、どの階層まで拍点を細かく見るかによって、シンコペーションであるかどうかの結果

が変わってしまう。そこで、シンコペーションと見なす最小の分析対象は弱拍の移勢までとし、各拍子の１拍内での

拍の移勢は、シンコペーションではなく単なる「分割」とする基準を設定することとした。 

 上記のシンコペーションに関する基準設定のために多くの時間を費やしたため、分析課題数は486題にとどまり、当

初予定の1000題に及ばなかった。しかしながら、既存の聴音テキストで曖昧だったシンコペーションの定義付けに一

つの指針を示すことができたのは、大きな意義があるものと考えている。また、分析課題数は不足しているものの、

レヴェルアップを図る聴音テキストでは、ある種の学習効果を狙った課題作成・配置がなされていることが、音楽構

成要素の分析結果の数値として客観的に把握できた。 

今後は分析課題数を増やすことでデータの精度向上を図り、聴音課題のサンプル作成につなげていく。    
 

 

10. キーワード 
  (1) 聴音課題              (2) ソルフェージュ               (3) フォルマシオン・ミュジカル     
  (4) 音楽構成要素による分析      (5)                              (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 



 

 

 
11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 


